
移民受け入れをどう進めるべき？ 人口減少、外国人比率は世界 151 位… 

http://goo.gl/GNpVdD  

 法務省によると、日本在留外国人は約 210万人（2014年 6月末時点）。地域別では、中韓などアジア

が 8割近くと最も多い。日本の総人口に占める在留外国人の割合は約 1.7％で、これは世界 195ヶ国 151

位と低い水準にある。 

シンガポールもその一つだ。出生率は日本の 1.43よりもさらに低い 1.20に留まっている。しかし、

出生率が低いからといって人口減少に甘んじているわけではない。人口増加は今後も続き、経済成長に

よって国民は豊かになり続けると予想されている。それはひとえに移民を受け入れているからである。 

 

適切な移民受け入れ政策は、日本の明るい未来につながる：イノベーションと世界の評価好転 

http://goo.gl/Bl4Gna  

移民制度の柱：受け入れの枠組み 

移民制度の柱：ソフトランディング 

移民制度の柱：日本人の意識改革 

移民制度の柱：若手人材の活用 

移民制度の柱：新たな産業やサービス 

日本人に対してのプラス効果 

世界の評価が変わる 

 

移民脅威論の誤解を解く：適切な政策が、治安や雇用などのリスクを減らす 

http://goo.gl/Lu5QR7 

移民政策で、「望ましい外国人」を受け入れよう 

移民反対論を考える：海外との比較 

多文化共生という草の根の土台 

多文化パワーの効果に期待 

まずは小規模事業から、早急な実施が必要 
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域経済活性化への挑戦』がある。 慶応大学法学部卒。米国ワシントン州立エバグリーン大学大学院で

行政管理修士。 

テーマ&ネットワーキング 04 Mar 15   "A brighter future for the next generation"                                                               

          一般財団法人 未来を創る財団         Since Aug 2013  The Outlook Foundation                                   

 

http://newsphere.jp/national/20150303-imin1/
http://goo.gl/Bl4Gna
http://newsphere.jp/national/20150303-imin3/

